
自宅で過ごされている利用者様は、ペットだけでなく、ご自身の好きな物・好きな事・大切な物・大切な人に囲まれて、
住み慣れた地域で暮らしていらっしゃいます。病気になってもご自身の思いが尊重され、ご自身の希望を決定できる事で、
自分らしくリラックスした生活を送る事が出来ているのだと、私たち訪問看護師は常々感じています。

ご自分が思い描いた生活を叶えるためにも、自分の人生の事、大切にしたい思いを、今一度考えてみませんか。
そしてその思いを、家族や大切な人はもちろん、私たち訪問看護師にもお伝え下さい。
私たちは、利用者様おひとりおひとりの想いや生き方を受けとめ、その方の療養生活を
支える周りの人たちと連携して、想いの橋渡しをしていきたいと思います。
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も も 桑 名 訪問看護

立秋とは名ばかりの暑い日が続いておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
おかげさまで、第３号も無事に発行することができました。

朝夕の風に感じる秋の気配と共に、ももからのお便りをお届けいたします。

もも便り 第３号の作成を終えて

早いもので、もも便りも第３号の発行を迎えることができました。最近では、「もも便り
を見ました」と、ありがたいお声をかけてくださる方も増え、スタッフ一同、もも便りの
作成に、より一層意欲が高まっております。
第３号の作成にあたって、私たちが提供しているサービスやスタッフの想いを便りの
中でうまく表現してお届けできているかと、作成に関わるスタッフで繰り返し集まり、
１号２号紙を振り返りながら意見交換を重ねました。第３号もまだまだ試行錯誤の中
での仕上がりですが、楽しんで読んでいただければ幸いです。

「桑名の千羽鶴」 に学ぶ、つながる思い

私たちが住んでいる桑名には、「桑名の千羽鶴」という無形文化財があります。
千羽鶴は、昔から病気平癒や願掛け、平和や非核のシンボルとして作られています。
日本では、古くから「鶴は千年、亀は万年」といわれるように、長寿の象徴とされ、折り鶴を作るたびに
寿命が延びると考えられており、江戸時代には庶民の間で折り鶴が流行ったそうです。
右の写真は「桑名の千羽鶴」です。見たことがある方も多いのではないでしょうか。
まるで鶴と鶴とが仲良く手を取り合っているように見えませんか。人々の思いが込められた「つながる折り鶴」は、心のつ
ながりも表しているように感じられます。私たちも「桑名の千羽鶴」に学び、人と人との輪を繋げていけると良いですね。

まだまだ残暑が続いています。水分をこまめにとり、よく食べて、よく眠りましょう。
そして、食欲の秋を、万全の体調で迎えましょう。

の象徴とされ、折り鶴を作るたびに

つながる折り鶴」は、心のつ

もも便り発行委員 吉岡

「ナーシングホームもものリハビリテーション」
～「私には自分でしたいことがある」 そんな気持ちと一緒に～

こんにちは、ナーシングホームもものリハビリ職員一同です。理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の

３職種が総勢８名で、ももの全事業所に関わっています。活動は、訪問看護を中心に、デイサービス、ショートステイ、
有料老人ホーム、看護小規模多機能型居宅介護などの利用者様の動作の改善です。ももの担当職員や利用者様に
関係している他事業所様と協働しています。 リハビリ職員は、利用者様の運動機能を評価し、それぞれの生活スタ
イルに応じた生活動作の実践を一緒にやっていきます。 「どのようにトイレまで移動しよう？」「どんな家事ならできる
だろう？」「食事介助の方法は？」など、利用者様と共に考え、練習し、自分自身でできる動作を再び取り戻していくこ
とをお手伝いします。

主の訪問看護ステーションの訪問には、看護師による病気や療養の管理ができることから、難病やがん末期の方が
多くいらっしゃいます。 「便座に座ると、頭が重くてつらい方の姿勢を考えて欲しい」という看護師からの依頼に

リハビリの専門的な立場からアドバイスや動作指導を行います。また、小児の場合は、発達にそって考えながら関わ
ります。 両手を顔の前で合わせられることにどんな意味があるのか、机から物を落とす遊びにどんな意味があるの
か等、観察の視点や遊びについて支援します。
自宅でのリハビリは、家にある物を使って遊ぶので、ご家族はリハビリを再現しやすいという利点があります。
デイサービス、ショートステイの通いの場では、ご自宅での生活を想定した機能訓練を行なっています。
食事の時間にリハビリ職員がお邪魔して、姿勢や咀嚼（そしゃく）・嚥下（えんげ）をみさせていただく事もあります。
有料老人ホーム（第２の自宅）は生活の場なので、生活の動作 “自分で茶碗に食べられる分だけご飯をよそう”、
“就寝時の安楽な姿勢”など、認知度や身体の運動制限にあわせたアドバイスをすることもあります。

もも桑名では、訪問看護師・リハビリスタッフ・ケアマネ
ジャーが在籍し、ご自宅で療養生活を送られる方の
お手伝いをしています。
利用者様の自宅を訪問すると、世間の猫ブームもあって
か、猫を飼っているお宅が非常に多く見受けられます。
動物と触れ合う事で、心が落ち着いたり、ストレスが
軽減したりなど、癒しの体験をお持ちの方も少なくない
のではないでしょうか。

今流行りの
多肉植物

もも桑名事業所
もも桑名事業所スタッフ

みんなで野菜も
育てています

第３回は名古屋のベッドタウン、桑名市の住宅街にある「桑名事業所」の紹介です。
もも桑名では、【居宅介護支援事業所】と【訪問看護】を展開しています。

介護保険事業以外で地域の方に利用していただける活動は表のとおりで、利用料無料です。
“どなたでも気軽に立ち寄っていただける場所”を目指しています。

独居で猫１匹と暮らしているＡ様を、私たちは訪問しています。
お子さんもいらっしゃいますが、ご本人の希望で“猫と２人？！”暮らしです。
自宅内ではシルバーカーを使用し、トイレ移動など、ゆっくりゆっくり歩かれています。
一緒に暮らしている猫ちゃんは、Ａ様がトイレに行く時、デイサービスに行く時に、
いつもお見送りをしてくれます。その際、歩かれる道筋にちょこんと座ります。
歩くのもやっとのＡ様ですが、その時は足がひょいっと上がり、猫をゆっくりまたいで
お出かけです。猫の食事やうんちのお世話などもがんばってされていて、リハビリ効果もあります。
「猫ちゃんはどんな存在ですか？」とお聞きすると、ニコッと優しい眼差しで、「孫みたい」と答えて
下さいました。

あなたが今一番大事にしたい事は？
“アニマルセラピー”

自宅での生活を継続・維持するための自立支援！
利用者様が困っている現場に出向く私たちは、
東員町、いなべ市、四日市市北部、桑名市を
駆け回っております。お役に立てることがあれば、
ぜひお声かけ下さい！

ふれあい保健室 毎週木曜日 午後 地域の方の健康、医療、介護についての相談

オレンジカフェ 年２回 認知症や介護について語りあう場

高齢者サロン 第２木曜日 午前 地域主催の「高齢者サロン」で地域の方々の交流の場

もも桑名事業所スタッフ

このため、「アニマルセラピー」という動物を使った精神療法
も、昨今注目されています。ストレスの緩和とうつ状態の緩和
に効果があります（『健康長寿ネット』より）。例えば、血圧低
下、心拍数低下、自律神経の調整、ストレスの緩和などです。
特に、猫の喉のゴロゴロ音には低周波や振動により、免疫力
も上げてくれるという効果もあるそうです。
一緒に暮らすご家族にも、ペットはさまざまなリラックス効果を
もたらしてくれるとも言われています。

表面



ᾠᾉ ᚧբჃᜱẾềỄんなことửしềẪủるんでẴẦ？
ᾐᾉ ・健康状態の観察 ・病状ᝏ化の㜵Ṇ・回᚟ ・療養生活の相談とアドバイス

・リハビリテーション ・点⁲・注ᑕなどの医療ฎ⨨ ・③みの軽減や᭹⸆管理
・⥭ᛴ時のᑐ応 ・主἞医、ケアマネジャー、⸆๣師、ṑ⛉医師との連携
など、その方の状態に合わせた、オー䝎ー䝯ードの看護を提供します。
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も も ᯓ ӕ ஊ૰ᎊʴțȸȠ Ქ
看護ݱᙹ೉ٶೞᏡ

も峁事ৰと౮なることをਵ峁ても、峇れはୀ岰と
౯৒峅峄、岣峇岰峊峗岤と現૾をਭけোれ、মযが
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アル䝒ハイマー型認知症は、認知症をきたす⑌ᝈの中で、最近では一␒
ᝈ者さんが多いと言われています。ものᛀれから気௜くことが多く、今まで
日常生活でできたことが少し䛪つできなくなっていきます。ᚎ々にኚ化して
いく様子を受けධれることは難しく、認知症かな？と思っても、身近な人で
ある䜋ど、「まさか！」と思ってしまいがちです。

もも鳥取では、有料老人ホームを “自宅” として生活しながら、看護小
規模多機能型居宅介護（介護保険サービス）をご利用いただけます。
スタッフやその他の利用者様と定期的に関わりを持つことで、その方の
居場所やᙺ๭ができ、その人らしい生活を送っていただけます。

血圧が安定し、⸆の㔞を減らす
ことができた

ධᾎ、᭦⾰、ṑ☻き等、一㈏し
て行えるようになった

間食が減り、✵⭡のッえもなく
3食のリ䝈ムが戻った

✚ᴟ的に人と交流できるように
なった

ベッドで就寝するようになった
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文責䠖 ᐑᓮ・ఀ⸨・中ᮧ

もも四日市では、居宅支援事業所（ケアマネジャー）、デイサービス、ショートステイ、訪問看護の
䠐つの事業を展開しています。今回のももだよりでは、訪問看護について紹介します。

䛀 現在利用中の利用者さま・家族さまの声 䛁

ஂ૧の্১を
ઇ岲ても峳岲て
૞અになる

ੱാい峮಍かい
ਞଦりに૎ප
峁ています

す岺にਟてくれて
ありがと岰

كಸ૶ৎのৌૢق

もも四日市の௰ਖ่૧
スタッフは、利用さまに
੍岲峳れ、ણ৿峁ています

ਟてくれる
峊けで਍ੱ

䠯くんは、生まれたときに྾ᘬなどの医療ฎ⨨
がᚲせとなり、３䞄月目に自宅䜈ᖐってきまし
た。おẕさんと協力しながらฎ⨨を行い、成長
を見Ᏺりました。今では医療ฎ⨨を༞業し、
聴デჾをあてる真ఝをして遊んでいます。

䠤さんは、持病があり、体調をᔂしてධ㝔しまし
たが、自宅での生活を希望され、㏥㝔されまし
た。病気のᝏ化をண㜵する生活方法を家族と
ともに考え、自宅で１䠌䠌ṓのㄌ生日を迎えら
れました。

訪問看護

ẎᚧբჃᜱМဇᎍồのẦẦỪụのಮ܇ẏ

˰Ớॹủたע؏にẆ

私たちᚧբჃᜱࠖが˨いộẴὲ

「その人らしさ」を
あきらめないで

ᾠᾉ ỄんなʴがМဇでẨộẴẦ？
ᾐᾉ ご自宅で療養されている、㉥ちゃんからご高齢の方、病状や㞀がいが軽くても重くても、

看護をᚲせとするすべての人にᑐ応しています。もも四日市の訪問看護は、四日市北㒊・
⳺㔝町・ᕝ㉺町・朝日町にお住まいの方のご自宅に訪問しています。

ᾠᾉ МဇẴるにはẆᛡにႻᛩしたỤいいでẴẦ？
ᾐᾉ 受デしている医療機関、地域ໟᣓ支援センター、市町の介護保険や㞀がい⚟♴の担当❆ཱྀなどでご相談ください。

䐟 Ａ様は、寝たきりのⅭ、༙年以上もお㢼࿅にධることができない生活が続いていました。居室は２㝵で、お㢼࿅が１㝵
にあります。自力では２㝵から１㝵に㝆りることはでき䛪、介助を受けて㝆りるには、㝵ẁが⊃く難しい状態です。
ごせ望をఛった当ึは、ᘓ物の状ἣから訪問ධᾎはᅔ難かと思いましたが、ධᾎ事業所に相談をしたところ、ᛌくᘬき
受けていただけました。Ａ様にとって、༙年ぶりのお㢼࿅は大‶足で、さっ䜁りしてニッコリ➗顔になられました。
これからも、生活の楽しみがᗈがりました。

䐠 䠞様は、末期がんで体力のᾘ⪖がⴭしく、自宅でධᾎするには体力的に無理な状態でした。そのため、長い間、介護
者に体をᣔいてもらっていました。ケアマネジャーは、毎月１回以上、ご自宅を訪問して、介護サービスの内ᐜがィ⏬
的に行われ、その内ᐜがご本人にとって最良かの᳨ウをしています。そんな時、ධᾎが話㢟に上り、“訪問ධᾎのお
試し”を紹介したところ、ご本人の希望もあり、訪問ධᾎを利用をすることになりました。ご本人は、ஂしぶりのお㢼࿅を
大ኚ喜んで下さいました。その数時間後、残ᛕながらおஸくなりになりましたが、ご本人にとってQOL（Quality of Life䠖
生活の㉁）のྥ上につながったようです。䠆訪問ධᾎ事業所様には、「喜んで㡬けて本当に良かったです」と言ってい
ただきましたが、サービスの⥅続に繋がら䛪ᜍ⦰しています。本当にありがたかったです。

も も ி Ճ

自宅で寝たきりの状態になると続けることが難しい生活習慣の一つはධᾎです。
お㢼࿅にධれてあげたいけど、自宅でのධᾎ介助では本人の体力的に無理、
お㢼࿅場までの移動がᅔ難等の理⏤で、ධᾎを᩿ᛕされるのが実᝟です。
そんな時に、自宅にᾎᵴを持ってきてධᾎできる訪問ධᾎサービスがあります。

୎৿রに੤のরで
おจをᅋか峁ます。
૧ప่قੌڭযگ
ك名ڮ名、ஂ૧૒ڭ
で௰ਖ峁ます。

่૧పがഷಓ೾৒峮
ಌ๲のஂஃಉを峁、
峇の৑にຉဓをੌみ
立ててจをはります

যがかりで利用者様をڮ
್岲てຉဓ峢୎ଭஂஃ。
จ༐に࿠かった৏は
ຸ྾峮ຸମのஂஃ。

োຉ৏はಌ๲の
ஂஃ峮৬৹નੳ
を行います。

なんと!
ু੠がいいこと!!訪問λෘǵȸȓǹʙಅ৑ƴǑǔ訪問λෘƷˁኵǈ

「自宅でお風呂に入れない」「入れてあげたい」
その思いが叶う、訪問入浴サービス

ǱǢȞȍ

文責: ఀ⸨（真）

も も ƍ Ƴ ǂ ᛐჷၐ׹ࣖݣ
ȇǤǵȸȓǹ

物ᛀれと認知症のちがい

ももいなべ認知症ᑐ応型デイサービスでは、
認知症介護の専門職員が利用者様それぞれの
症状に合わせて介護を行っています。

集ᅋで取り⤌䜐体᧯などは、その日の体調や気分
によって、ཧຍを無理にすすめることはありません。
⯆味のあること、自ಙを持ってできることに
取り⤌んでいただき、住み慣れた
「いなべ」で、自分らしく
暮らしを続けられるように
支援していきたいと思います。

物ᛀれ 認知症

ཎᅉ ⬻の生理的な老化 ⬻の神経⣽⬊のṚ⁛

物ᛀれ 体験の一㒊をᛀれる 体験をすべてᛀれる

症状の㐍行 あまり㐍行しない だんだん㐍行する

ุ᩿力 低下しない 低下する

自覚 物ᛀれの自覚がある 物ᛀれの自覚がない

日常生活 支㞀がない 支㞀がある

A さんは、デイサービスに通うお話し好きな８䠌代のዪᛶです。
日常生活の様子は、時間や場所の認㆑が䜋とんどなく、
数分前の出来事もグ᠈に残らない状態です。
ある日送迎で居室に訪問した際、㢠ධりの᭩道の作ရが目に

଄いႃの੿ષ

崯崌崝ー崻崡
での੿ષ

とまりました。A さんにᑜねてみたところ、᭩道ᩍ室に通っていたグ᠈をとても楽しそうに話して
下さいました。そこで、好きなことをしながら少しでも集中できる時間が持てるように、デイサービス
で➹を持つ機఍を作ってみました。最ึは「よう᭩くかな䛑」と戸ᝨいもありましたが、᳔子にṇ座を
して活き活きと取り⤌まれました。「私᭩くことが好きやったでね」と➗顔で話され、ⱝい㡭に戻った
ようでした。今後も、A さんが➗顔で自分らしく過ごされるように、スタッフ一同“その人らしさ”を
発見し、発᥹していただけるよう取り⤌んでまいります。

それぞれの過ごし方（生き方）を大切にしたい！

「私書くことが好きやったでね」

昔とった杵柄を大切に

文責: ఀ⸨（⏤）
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